
トランペットXenoの歴史 ※発売年は日本発売年に準拠

1965
インペリアル
TR-1 発売

14
Xeno 
YTR-8335WS
（特注品）
発売

Xeno 
Artist Model
YTR-9335CHS
シカゴシリーズ
発売

19

第3世代 Xeno 
Artist Model
YTR-9445CHS
YTR-9335CHS
シカゴシリーズ
発売

第3世代 Xeno 
Artist Model
YTR-9335NYS
YTR-9445NYS-YS/YM
ニューヨークシリーズ
発売

17
Xeno 
YTR-8445WS
YTR-8335WS（正規品番化）
YTR-8345S（正規品番化）
発売

Xeno 
Artist Model
YTR-9445NYS-YM
ニューヨークシリーズ
発売

日本管楽器㈱の
技術部門統合

70
カスタム
トランペット
19機種 発売

  日本管楽器㈱ 
吸収合併

豊岡工場 
操業開始

77
アトリエ
東京開設

79
ハンブルク
アトリエ開設

82
ニューカスタム
YTR-8335S
発売
（一枚取りベル採用）

シルキー氏
没（9月）

86
ヘビーモデル
YTR-8335HS
発売
（Xenoの前身）

ウィーン
アトリエ開設

2000
蕭山ヤマハ楽器
管楽器製造開始

08

カスタムショップ U.S.A.
を移転し、アトリエ
ロサンゼルス開設

88
ヘビーモデル
YTR-8445HS
発売

  米国グランドラピッズに 
金管分室を開設

  ヤマハコミュニケーション
センターNYC開設

7866
ヤマハブランド
管楽器一号機
YTR-1 発売

川崎とシルキー氏。アトリエ東京にて

13
第4世代 Xeno
YTR-8335S
YTR-8345S（特注品）
発売

第2世代 Xeno 
Artist Model
YTR-9445CHS
シカゴシリーズ
発売

94
第2世代 Xeno
YTR-8335USⅡ
YTR-8445USⅡ
発売
（日本国内限定）

98
Xeno
YTR-8335UGRS
発売
（日本国内限定）
リバースタイプ

インドネシア工場
（YMPI）
操業開始

01
第3世代 Xeno
YTR-8335S
YTR-8445S
YTR-8345S（特注品）
全世界に統一品番として発売

グランドラピッズに
カスタムショップ 
U.S.A.開設

15
Xeno 
YTR-8445S
発売

第2世代 Xeno 
Artist Model
YTR-9335NYS
YTR-9445NYS
ニューヨークシリーズ
発売

Xeno発売
25周年

06

Xeno Artist 
Model
YTR-9335CHS
シカゴシリーズ
発売

初代 Xeno 
Artist Model
YTR-9335NYS
YTR-9445NYS
ニューヨークシリーズ
発売

90
初代 Xeno
YTR-8335US
発売
（日本国内限定）

05

初代 Xeno 
Artist Model
YTR-9445CHS
シカゴシリーズ
発売

アトリエ
大阪開設

フィラデルフィア管弦楽団首席奏者
デイビット・ビルジャー氏（右）と
共にニューヨークシリーズを開発

ヘビーモデル開発プロジェクトスタート

1967年以降シルキー氏と共にライトモデル（シルキー・タイプ）を数多く発売
〈現行品ではYTR-8310Zとして結実（Bobby Shewモデル）〉

R. シルキー氏 技術顧問期間（1966年10月～1982年9月）

25

BRタイプ
YTR-9445CHS-BR
YTR-9335CHS-BR
シカゴシリーズ
発売

Xeno Artist Model 
BRタイプ

YTR-9445NYS-YS/YM-BR
YTR-9335NYS-BR

ニューヨークシリーズ
発売

Xeno Artist Model 


